ベーオウルフ伝説


ヒゲラーク王の法廷

An Konig Hygelacs Hof

ロースガールがシルディング族の王となり、ヘオロット（牡鹿館）を建造するが、沼地の怪物グレンデルがあらわれ、館を占領するようになる。グレンデルは夜毎あらわれて、ヘオロットの館からシルディング族の者たちをさらい惨殺する。誰もこの怪物を止めることが出来ないまま、１２年の月日が流れた。この話を聞いたベーオウルフは、ヒゲラーク王に我が生地を救いたいと許可を願う。

デンマークへの旅立ち

Fahrt nach Danemark

１５人のゲータ人の部下たちを引き連れて、ゲータからデンマークへ旅立つ。しかし岸辺にいた番兵は、彼らを用心してすんなり通そうとはしない。

ロースガール王の宮殿

In Konig Hrothgars Halle

デネ族（デンマーク人）のロースガール王は、ベーオウルフのことを知っており、彼の家系について語る。ヘオロットにてベーオウルフを歓待し友好を深める。

怪物襲撃の予感

Letzte Vorbereitungen

ロースガールの家臣のひとりウンフェルスは、ベーオウルフをあまり好ましく思っていない。ベーオウルフが親友ブレカとの勝負に負けたことがある、と挑発的なことを口にしたため、彼は、その時のことについて詳しく語りだした。その夜、皆が寝静まり返った中、ベーオウルフだけは寝ずに怪物の戦いの時を待っていた。

グレンデルの攻撃

Grendels Angriff

扉の留め金を溶かして押し入ったグレンデルは、手近にいた兵士を惨殺した。ベーオウルフは、武器を持たないこの怪物に素手で挑むことを望み、力で押さえつける。戦いの激しさで、ヘオロットの館は鳴り響く。ベーオウルフの仲間たちは、彼を助けようと剣を振りかざす。しかし、致命傷にはならず、ベーオウルフのもぎ取った腕だけがその場に残される。
莫大な褒美

Reicher Lohn

ロースガール王は怪物を倒したベーオウルフに感謝の気持ちを述べ、息子として縁を結びたいと申し出る。ウンフェルスは、悔しいのか黙ったまま側に控えている。ロースガール王は怪物退治をした者にヘアルフデネの剣を含め、様々な褒美を与える。

祝宴

Die Feier

グレンデルの逃げ込んだ沼は血で赤く濁っていた。人々は、怪物が死んだものと思い込み、喜びの宴をひらく。歌とご馳走の宴の中、グレンデル討伐に関わった全ての者に対し贈り物がなされる。勝利の宴は、２日間に渡って行われた。

水魔の奇襲

Angriff der Seehexe

グレンデルには母なる水魔がおり、息子の復讐のためヘオロットに侵入する。しかしベーオウルフはそこにはおらず、この水魔もグレンデルほどの力は無かった。そのため、手近にいた王の心の友であるひとりの兵士アシュヘレをさらって、すぐに退散してしまう。

追撃準備

Jagdvorbereitungen

王は嘆き悲しみ、水魔を退治すれば報償を与えると約束する。この依頼を快く引き受けたベーオウルフは、ロースガールとともに敵の本拠である沼地へ向けて出陣する。

水魔退治

Jagd nach der Seehexe

沼地にはアシュヘレの惨殺死体が転がっており、怪物たちがそこかしこに蠢いている。口先だけで腰抜けなウンフェルスは、自分が戦うのがイヤで、持っていた剣、ルンティングをベーオウルフに渡す。

魔女との遭遇

Kampf mit der Seehexe

ベーオウルフは多くの怪物によって水底へ引きずり込まれる。一度は水魔によって胸を差し貫かれようとするが、先祖伝来の胸当てがそれを阻んだ。長い時間と恐ろしい戦いの末、ベーオウルフはグレンデルと水魔を巨人の作った大剣で撃ち殺す。

ゲータ族の国への帰還

Fahrt nach Gautland

全ての任務を完了させたベーオウルフと部下たちは、ゲータ族の国へ帰国する。

ヒゲラーク王

Konig Hygelac

冒険の数々をヒゲラーク王に伝え、その勇敢さを讃えられる。

献上品

Darbietung der Geschenke

ベーオウルフと部下たちは、王への忠誠の証としてデーン王から貰った褒美の品全てをヒゲラーク王に献上するが、そのことが原因で侮蔑を受けるようになる。

フリースランドの襲撃

Plunderfahrt nach Friesland

フリース人（オランダ人の祖先）の襲撃によって、ヒゲラーク王は殺され、その子、ヘアルドレードが王位を継承する。

スウェーデン人の裏切り

Der Verrat der Schweden

ほどなくヘアルドレード王も追放したスウェーデン人の裏切りによって惨殺されるが、ベーオウルフが復讐を果たす。

ベーオウルフ王誕生

Beowulf wird Konig

ベーオウルフがゲータ族の国王となる。

強固な同盟

Machtige Bundnisse

ベーオウルフは隣国との強力な同盟関係を次々に結んでいく。

ゲータ族の国の繁栄

Der Aufstieg Gautlands

ゲータ族の国は、栄華の頂点を極める。

平和

Wiederherstellung des Friedens

ゲータ族の国に平和が戻った。

多くの友人

Viele Freundschaften

多くの友人が生まれた。

金の酒杯

Der goldene Keich

それから５０年後、罰を受けて追放中だったかつての部下が、ベーオウルフに許しを請おうとドラゴンの巣穴から金の酒杯を盗んだ。ドラゴンの怒りの咆吼がこだまする。

火竜の蹂躙

Des Drachen Wut

怒り狂ったドラゴンは、ゲータ族の国を蹂躙し、破壊し尽くす。

鉄の盾

Der eiserne Schild

年老いたベーオウルフがもう一度立ち上がり、火竜に対抗するため鉄の盾を作らせる。部下たちは恐れ、ベーオウルフと一緒に戦おうとしない。

折れたる剣

Die Flucht ergreifen?

老いはベーオウルフのかつての力を奪っていた。強力なドラゴンとの戦いで、ただ一人一緒に戦った部下ウィーラーフを鉄の盾で庇い、名剣ネグリングをドラゴンに突き立てるも折れてしまう。

火竜との戦い

Der Kampf mit dem Drachen

ベーオウルフとドラゴンとの戦いは終わらない。焔の中、激しい戦いは永遠に続き、ベーオウルフは首に致命傷を受けるも、ドラゴンの首を素手で締め上げた。その間に、部下のウィーラーフがドラゴンを切り裂き、火竜は息絶えた。

宝の奪還

Wiedergewinnung der Schatze

ベーオウルフの体内には竜の毒が回っており、身動きすることが出来なくなっていた。死が間近に迫った事を知った彼は、ウィーラーフに、竜の宝を確認するよう告げる。

ベーオウルフの死

Beowulfs Tod

隠れていた部下たちは、竜が死ぬや否や宝の品定めに入る。ウィーラーフは宝の一部を持って大急ぎでベーオウルフのもとに報告に戻るが、王は死に瀕していた。ベーオウルフは、民が多くの宝を手に入れたことを喜び、自分の死体は火葬して岬に埋葬して欲しい、と遺言し、自らの武具をウィーラーフに与えた。そして最もふさわしい次の王を伝えた。
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